
　始まりの春。新鮮な気持ちで何かをスタートしたり次の

ステップに進んだりする時だ。そんな季節にふさわしい新

着情報を紹介する。

女性のための就職相談窓口
　
就
職
し
た
い
が
仕
事
に
就
く

こ
と
や
家
庭
と
の
両
立
が
不
安

―
。
そ
ん
な
女
性
の
た
め
福
岡

県
は
２
月
、
就
職
に
関
す
る
相

談
窓
口
「
レ
デ
ィ
ス
ジ
ョ
ブ
ス

ポ
ッ
ト
」
を
開
設
し
た
。
就
職

へ
の
心
構
え
や
求
人
票
の
見
方

を
教
え
、
求
人
情
報
提
供
、
セ

ミ
ナ
ー
や
資
格
取
得
講
座
の
紹

介
を
行
う
。
職
業
紹
介
業
者
が

窓
口
と
な
る
。
予
約
し
て
の
面

談
が
基
本
で
内
容
に
よ
っ
て
は

電
話
で
対
応
す
る
。

　
連
絡
先
は
以
下
の
通
り
。

　
▽
Ａ
Ｃ
Ｒ
福
岡
市
中
央
区
、

０
９
２
・
７
１
５
・
７
１
７

１

▽
九
州
ス
タ
ッ
フ

同
博

多
区
、
０
９
２
・
４
７
４
・
０

０
０
４

▽
ジ
ャ
ス
ト
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

同
中
央

区
、
０
９
２
・
７
２
６
・
６
８

０
０

▽
ダ
イ
ナ
リ
ィ

北
九

州
市
小
倉
北
区
、
０
９
３
・
５

２
２
・
５
５
５
１

▽
西
日
本

エ
リ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
久
留
米
本

社

福
岡
県
久
留
米
市
、
０
９

４
２
・
３
８
・
１
１
５
９

▽

同
北
九
州
オ
フ
ィ
ス

北
九
州

市
小
倉
北
区
、
０
９
３
・
５
１

３
・
０
７
０
０

▽
同
福
岡
オ

フ
ィ
ス

福
岡
市
中
央
区
、
０

９
２
・
７
２
４
・
６
０
０
６

最新設備の料理教室
　
新
し
い
施
設
、
設
備
で
料
理

を
学
ぶ
―
。
西
部
ガ
ス
は
４
月

日
、
福
岡
市
博
多
区
の
ビ
ル

「
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｏ

テ
ラ
ソ

―

」
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
ヒ

ナ
タ
福
岡
」
を
オ
ー
プ
ン
す

る
。
そ
こ
で
ガ
ス
機
器
を
始
め

最
新
の
厨
房
設
備
を
使
っ
た

ぼ
う

ち
ゅ
う

料
理
教
室
を
開
く
。
１
日
講
座

や

分
講
座
、
パ
ン
の
手
作
り

を
２
時
間
程
度
で
体
験
で
き
る

パ
ン
講
座
な
ど
が
あ
る
。

　
１
日
講
座
は
気
軽
に
教
室
の

雰
囲
気
を
体
験
で
き
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
。

分
講
座
は
忙
し
い

人
や
料
理
教
室
が
初
め
て
と
い

う
人
に
お
勧
め
。
パ
ン
講
座
は

手
ご
ね
か
ら
少
人
数
で
学
ぶ
。

夜
間
の
回
が
設
け
ら
れ
、
仕
事

帰
り
に
参
加
で
き
る
も
の
も
あ

る
。

　
申
し
込
み
締
め
切
り
は
１
日

講
座
と
パ
ン
講
座
が
開
催
日
の

１
カ
月
前
。

分
講
座
は
開
催

日
の
２
週
間
前
。
申
し
込
み
は

同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。
問

い
合
わ
せ
は
３
月

日
ま
で
は

西
部
ガ
ス
高
宮
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

０
９
２
・
５
３
１
・
２
９
０

０

。
３
月

日
か
ら
は
ヒ
ナ

タ
福
岡

０
９
２
・
４
１
１
・

０
５
１
５

へ
。

海外事業をサポート
　
海
外
事
業
を
考
え
て
い
る
、

発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
人
は
参

考
に
し
て
ほ
し
い
。
九
州
経
済

産
業
局
と
九
州
経
済
国
際
化
推

進
機
構

福
岡
市
博
多
区

は

２
月
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
た
。
海

外
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
国
や
自

治
体
、
関
連
機
関
の
支
援
制
度

を
ま
と
め
た
。
貿
易
や
投
資
の

流
れ
な
ど
の
基
本
知
識
か
ら
資

金
調
達
、
貿
易
保
険
、
知
的
財

産
権
の
相
談
先
が
分
か
る
。
国

や
自
治
体
の
国
際
化
支
援
施
策

や
支
援
機
関
、
銀
行
の
国
際
業

務
窓
口
な
ど
の
情
報
も
掲
載
し

て
い
る
。

　
全

ペ
ー
ジ
。
海
外
に
派
遣

す
る
人
材
や
現
地
社
員
の
育
成

を
テ
ー
マ
に
し
た
ペ
ー
ジ
で
は

研
修
を
実
施
し
て
い
る
機
関
を

紹
介
。
経
済
連
携
協
定

Ｅ
Ｐ

Ａ

や
自
由
貿
易
協
定

Ｆ
Ｔ

Ａ

に
つ
い
て
は
概
要
や
注
意

事
項
を
教
え
る
経
済
産
業
省
の

相
談
窓
口
を
案
内
し
て
い
る
。

九
州
経
済
産
業
局
と
九
州
経
済

国
際
化
推
進
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
。
問
い
合
わ
せ

は
同
局
国
際
部
国
際
課

０
９

２
・
４
８
２
・
５
４
２
３
へ
。

九州最大級ショールーム
　
家
を
建
て
る
こ
と
や
リ
フ
ォ

ー
ム
を
考
え
て
い
る
人
は
、
住

宅
設
備
や
建
材
の
実
物
を
見
て

イ
メ
ー
ジ
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
住
宅
設
備
の
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

は
３
月
、
福
岡
市
博
多
区
に
九

州
最
大
級
と
い
う
住
宅
設
備
や

建
材
の
総
合
展
示
場
「
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
福
岡
」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
展
示
面
積
約
２
０
０
０
平
方

。
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
バ

ス
ル
ー
ム
、
ト
イ
レ
な
ど
水
回

り
ほ
か
タ
イ
ル
、
窓
、
玄
関
、

門
扉
、
玄
関
な
ど
１
軒
に
必
要

な
も
の
を
ま
と
め
て
見
ら
れ

る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
イ
メ

ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
、
屋
根
裏

を
活
用
し
た
書
斎
や
ペ
ッ
ト
と

過
ご
す
ガ
ー
デ
ン
リ
ビ
ン
グ
な

ど
を
構
成
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

電

子
看
板

や
大
型
モ
ニ
タ
ー
を

使
っ
た
３
次
元

３
Ｄ

シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
情
報
収
集
が

で
き
る
。
福
岡
ゆ
か
り
の
テ
ー

マ
で
製
作
し
た
タ
イ
ル
の
壁
画

を
展
示
す
る
。
年
間
の
来
場
目

標
数
は
３
万
６
０
０
０
組
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
福
岡

０
９
２
・
４

１
５
・
４
４
３
３

へ
。

出前で講座
　
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
福
岡

市
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
勉

強
し
た
い
―
。
市
は
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
を
職
員
が
訪
問
し

て
話
す
「
出
前
講
座
」
を
実
施

し
て
い
る
。
お
お
む
ね

人
以

上
の
団
体
が
対
象
で
会
場
の
確

保
が
必
要
。
無
料
で
担
当
者
を

派
遣
す
る
。

年
度
は
新
規
講

座
で
「
越
境
大
気
汚
染
っ
て
な

に
？
」
や
「
古
代
の
迎
賓
館

鴻
臚

こ
う
ろ

館

と
官

兵
衛
ゆ
か
り
の
城

福
岡

城

」
、
「
地
下
鉄
七
隈
線
延

伸
に
つ
い
て

天
神
南

博

多

」
を
実
施
し
た
。

　
市
は
毎
年
、
出
前
講
座
の
テ

ー
マ
集
を
ま
と
め
て
お
り
、
２

０
１
４
年
度
版
は
４
月
以
降
に

作
成
す
る
。
申
し
込
み
は
各
担

当
課
に
行
う
。
近
年
は
安
全
・

安
心
に
関
す
る
テ
ー
マ
が
人

気
。

年
度
に
最
も
多
か
っ
た

の
は

回
の
「
福
岡
市
の
防
災

・
減
災

覚
え
て
お
こ
う
！
災

害
へ
の
対
応

」
。
２
位
は

だ
ま
さ
れ
ん
ば
い
悪
質
商
法

回

、
３
位
は
「
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り

守
ろ
う
わ

が
ま
ち

」

回
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
ベ
ス
ト
３
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て

年
度
も
実
施
す
る
。

官
兵
衛
ラ
ー
メ
ン
で
待
つ
べ
し

　
「
も
う
春
な
の
に
待
ち
き
れ

な
い
！
」
と
、
し
び
れ
を
切
ら

し
そ
う
な
福
岡
市
民
も
多
い
こ

と
だ
ろ
う
。
福
岡
で
は
「
黒
田

官
兵
衛
ブ
ー
ム
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

で
福
岡
が
舞
台
に
な
る
の
は
ま

だ
先
。
そ
こ
で
「
藩
祖
官
兵
衛

ラ
ー
メ
ン
」
を
食
べ
て
、
し
ば

し
待
と
う
。

　
こ
の
商
品
は
棒
ラ
ー
メ
ン
で

お
な
じ
み
、
福
岡
の
老
舗
即
席

ラ
ー
メ
ン
メ
ー
カ
ー
の
マ
ル
タ

イ
が
発
売
し
た
。
同
社
が
「
戦

国
一
の
知
将
と
も
名
高
い
黒
田

官
兵
衛
に
恥
じ
な
い
う
ま
さ
の

秘
策
」
と
打
ち
出
す
、
液
体
と

粉
末
の
ダ
ブ
ル
ス
ー
プ
で

攻

め
る
。博
多
の
と
ん
こ
つ
ラ
ー

メ
ン
特
有
の
コ
ク
深
い
濃
厚
さ

と
、
炊
き
出
し
た
と
ん
こ
つ
の

感
じ
を
引
き
出
し
た
と
い
う
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
軍
師
官

兵
衛
」
福
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

議
会
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ふ
く
お
か
官
兵
衛
く
ん
」
を

あ
し
ら
っ
た
。
内
容
量
１
１
８

め
ん

、
メ
ー
カ
ー
希

望
小
売
価
格
は
２
２
０
円

消

費
税
抜
き

。
調
理
時
間
は
わ

ず
か

秒
な
の
で
、
せ
っ
か
ち

な
福
岡
人
に
も
ぴ
っ
た
り
。

春の太宰府新名物
　
太
宰
府
と
言
え
ば
、
い
ま
や

海
外
客
に
人
気
の
国
際
観
光

地
。
そ
ん
な
太
宰
府
に
こ
の

春
、
新
た
な
魅
力
が
登
場
し

た
。
西
日
本
鉄
道
は
３
月
に
福

岡

天
神

駅
と
太
宰
府
駅
を

結
ぶ
新
列
車
「
旅
人
―
た
び
と

―
」
の
運
行
を
開
始
。

太
宰

府
観
光
列
車

と
銘
打
つ
、
同

社
初
の
内
外
装
を
特
別
に
仕
立

て
た
列
車
だ
。

　
外
装
は
太
宰
府
天
満
宮
や
観

世
音
寺
、
九
州
国
立
博
物
館
を

は
じ
め
「
梅
ケ
枝
餅
」
ま
で
ラ

ッ
ピ
ン
グ
し
て
、
観
光
の
イ
メ

ー
ジ
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
。

内
部
も
観
光
案
内
を
設
置
す
る

ほ
か
、
６
両
編
成
を
号
車
ご
と

に
縁
起
の
良
い
吉
祥
文
様
で
飾

っ
て
い
る
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
太

宰
府
に
由
来
。

万
葉
集

の

代
表
的
歌
人
で
「
大
宰
府
」
に

も
赴
任
し
た
大
伴
旅
人

お
お

と
も
の
た
び
と

に
ち
な
ん

だ
。
名
付
け
親
は
第

代
太
宰

府
天
満
宮
宮
司
の
西
高
辻
信
良

氏
。
毎
日
、
福
岡

天
神

駅

９
時

分
発
の
直
通
急
行
列
車

を
「
旅
人
」
で
運
行
。
そ
の
後

は
二
日
市
―
太
宰
府
間
を
往
復

運
行
す
る
。

　
さ
ら
に
天
満
宮
に
隣
接
す
る

「
だ
ざ
い
ふ
遊
園
地
」
も
３
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
１
９
５
７

年
に
開
園
し
た
遊
園
地
で
、
福

岡
出
身
者
な
ら
子
ど
も
の
こ
ろ

に
遊
び
、
懐
か
し
い
思
い
出
を

持
つ
人
も
多
い
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、

２
０
０
５
年
の
九
州
国
立
博
物

館
の
開
館
に
合
わ
せ

て
行
っ
て
以
来
で
、

四
つ
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
新
た
に
導

入
。
「
光
の
迷
宮
」

は
光
に
彩
ら
れ
た
迷

路
で
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
く
楽

し
め
る
。
こ
の
ほ
か

「
ち
び
っ
こ
迷
路
」

や
つ
り
ブ
ラ
ン
コ
の

「
ト
イ
ス
イ
ン
グ
、

「
マ
ジ
ッ
ク
ア
ー

ト
」
を
新
設
し
た
。

　
神
社
に
隣
接
す
る

遊
園
地
は
珍
し
く

「
天
神
様
と
一
緒
に

遊
べ
る
」
と
、
運
営

会
社
の
太
宰
府
園

太
宰
府
市

は
ア

ピ
ー
ル
。
メ
ー
ン
の

客
層
は
３
歳
か
ら
小

学
校
低
学
年
く
ら
い

ま
で
だ
が
、
子
ど
も

連
れ
で
な
く
と
も
、

あ
ら
た
め
て
足
を
運

ん
で
み
る
と
童
心
に

帰
れ
そ
う
。

　
「
飛
び
梅
」
で
お

な
じ
み
の
ウ
メ
が
有

名
な
太
宰
府
だ
が
、

実
は
サ
ク
ラ
も
隠
れ

た
名
所
。
春
の
太
宰

府
は
楽
し
そ
う
だ
。

始まりは春
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